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   資料19 その他の資料    

 

19－１ 過去に発生した主な大規模災害の記録 

 

災害種別 発生年月日 発 生 場 所 災 害 状 況 と 規 模 

豪 雪 Ｓ20.２. 市内全域 積雪量 飯山で２ｍ85cm 

水 害 Ｓ20.10.５

～20 

常 盤  木 島 数度の台風の接近により常盤で千曲川堤防、木島で樽

川堤防決壊 中央橋、大関橋流失 浸水戸数約1,200戸

農地の浸水約1,100haの大被害 

火 災 Ｓ23.４.10 愛宕町 肴町 肴町より出火22世帯 55棟焼失 

火 災 Ｓ24.４.19 秋津柳久保 集落全戸（13戸）全焼 

火 災 Ｓ27.５.18 鉄砲町 上倉

上町 本町 

通称「飯山大火」139世帯被災 内全焼98世帯 

真宗寺も焼失。 

火 災 Ｓ31.４.19 本町 10世帯19棟全焼 

水 害 Ｓ31.９.27 市内全域 台風15号により腰巻橋（当時の名称）流失 

豪 雪 Ｓ32.１. 市内全域 飯山線運休20日間 

水 害 Ｓ34.８.14 木島 常盤 台風７号による災害 木島樽川堤防決壊 柏尾橋流失

家屋の被害 流失５ 床上浸水517 床下浸水368 農

地の浸水1,022ha 総被害額41,900万円 災害救助法適

用 

地 震 Ｓ39.６.15 市内北西部 新潟地震による被害 飯山市震度４ 柳原小学校児童

２名負傷 飯山線被災 

水 害 Ｓ44.７.５ 飯山 秋津 

瑞穂 柳原 

集中豪雨による災害 秋津西部を中心に被害 住宅の

被害 半壊３戸 床上浸水31戸 床下浸水629戸 被害

総額69,000万円 

豪 雪 Ｓ51～Ｓ53 市内全域 ３年連続の豪雪 自衛隊出動や飯山線運休が相次ぐ52

年には飯山試験地で積雪量215㎝に達する 

豪 雪 

（ 俗 称

「 56 豪

雪」） 

Ｓ56.１～３ 市内全域 飯山線不通延べ27日間 自衛隊出動（Ｓ56.１） 飯山

試験地積雪量251cm 災害救助法適用 

水 害 Ｓ57.９.13 木島 常盤 

太田 岡山 

飯山 

台風18号による災害 樽川で堤防３か所決壊9.60ｍ家

屋の被害 床上浸水705戸 床下浸水95戸 農地浸水

587ha 被害総額715,245万円 災害救助法適用[自衛隊

要請] 
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水 害 Ｓ58.９.29 常盤 飯山 

瑞穂 太田 

岡山 

台風10号による災害 戸狩及び柏尾で千曲川堤防決壊

10.09ｍ 家屋の被害 流失１戸 床上浸水567戸 床

下浸水135戸 農地浸水 895ha 被害総額551,000万円

災害救助法適用（激甚災害）[自衛隊来飯] 

豪 雪 

（ 俗 称

「 59 豪

雪」） 

Ｓ59.１～３ 市内全域 飯山地域気象観測所積雪量257cm（観測史上第２位）消

雪日 ４月26日（観測史上最も遅い） 災害救助法適

用 

水 害 Ｈ7.７.11 市内全域 集中豪雨による災害 最大１時間雨量（市役所克雪セ

ンターＰＭ７-８）37㎜ 市道 農道 林道 

河川 水路を中心に被害額 109,200万円 

土砂災害 Ｈ14.10.31 柳原堰口 台風第21号による豪雨により地すべり発生 住家１棟

倒壊 

水 害 Ｈ16.10.21 市内全域 台風第23号による千曲川の増水 9.37ｍ 県町ほか内

水による床上浸水４件 樽川堤防で漏水発生（パイピ

ング現象）木島地区に避難準備発表 

地 震 Ｈ16.10.23 市内北西部 中越地震による被害 飯山市震度４（4.1）岡山地区停

電291戸、市道・農業施設等に被害 

水 害 Ｈ17.８.16 市内北西部 集中豪雨により中小河川氾濫、土砂の流出、崖崩れ多

発 １時間最大雨量56mm、１日最大雨量157㎜ 

豪雪 

(｢平成18

年豪雪」

気象庁命

名） 

Ｈ17.12.10～

Ｈ18.２.28 

市内全域 12月27日Ａ１時豪雪災害対策本部設置 １月６日から

11日自衛隊災害派遣 １月７日災害救助法適用（延長1

回26日まで）飯山２月５日256㎝、岡山２月５日483㎝

死亡３名、負傷者33名、住宅全壊３一部損壊21棟 

水 害 

(｢平成18

年７月豪

雨」気象

庁命名｣ 

Ｈ18.７.19 

～７.26 

市内全域 梅雨前線による集中豪雨による千曲川の増水。飯山水

位観測所9.75ｍ、大倉崎12.24ｍ（観測史上２番目）常

盤、木島地区でパイピング現象による漏水箇所多数。

床上浸水３戸、床下浸水10戸、非住家14戸。避難勧告

４区32世帯。 
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19－２ 気象庁震度階級関連解説表 

 

 震度は、地震動の強さの程度を表すもので震度計を用いて観測する。次表の「気象庁震度階級関

連解説表」は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際にどのような現象や被害が発生するか

を示すものである。次表を使用する際には以下の点に注意すること。 

(１) 気象庁が発表する震度（震度階級）は、震度計による観測値であり、次表に記述される現象か

ら決定するものではない。 

(２) 震度が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や地震動の性質によって、被害が異な

る場合がある。次表では、ある震度が観測された際に通常発生する現象や被害を記述しているの

で、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もある。 

(３) 地震動は、地盤や地形に大きく影響される。震度は、震度計が置かれている地点での観測値で

あるが、同じ市町村であっても場所によっては震度が異なることがある。また、震度は通常地表

で観測しているが、中高層建物の上層階では一般にこれより揺れが大きくなる。 

(４) 大規模な地震では長周期の地震波が発生するため、遠方において比較的低い震度であっても、

エレベーターの故障、石油タンクのスロッシングなどの長周期の揺れに特有な現象が発生するこ

とがある。 

(５) 次表は、おもに近年発生した被害地震の事例から作成したものである。今後、新しい事例が得

られたり、建物、構造物の耐震性の向上などで実状と合わなくなった場合には、内容を変更する

ことがある。 
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気象庁震度階級関連解説表 

（平成８年２月制定） 

計測

震度 

震動

階級 
人 間 室内の状況 屋外の状況 木 造 建 物

鉄筋コンクリ

ート造建物
ライフライン 地盤・斜面 

 
0 

人は揺れを

感じない 

      

 

1 

屋内にいる

人 の 一 部

が、わずか

な揺れを感

じる。 

      

 

2 

屋内にいる

人 の 多 く

が、揺れを

感じる。 

眠っている

人 の 一 部

が、目を覚

ます。 

電灯などの

つり下げ物

が、わずか

に揺れる。 

     

 

3 

屋内にいる

人のほとん

どが、揺れ

を感じる。

恐怖感を覚

える人もい

る。 

棚にある食

器類が、音

を立てるこ

とがある。 

電線が少し

揺れる。 

    

 

4 

かなりの恐

怖 感 が あ

り、一部の

人は、身の

安全を図ろ

うとする。

眠っている

人のほとん

どが目を覚

ます。 

つり下げ物

は大きく揺

れ、棚にあ

る食器類は

音 を 立 て

る。 

座りの悪い

置物が倒れ

ることがあ

る。 

電線が大き

く揺れる。 

歩いている

人も揺れを

感じる。 

自動車を運

転 し て い

て、揺れに

気付く人が

いる。 

    

 

5弱 

多 く の 人

が、身の安

全を図ろう

とする。一

部の人は、

行動に支障

を感じる。 

つり下げ物

は激しく揺

れ、棚にあ

る食器類、

書棚の本が

落ちること

がある。座

りの悪い置

物の多くが

倒れ、家具

が移動する

こ と が あ

る。 

窓ガラスが

割れて落ち

ることがあ

る。電柱が

揺れるのが

わかる。補

強されてい

ないブロッ

ク塀が崩れ

ることがあ

る。道路に

被害が生じ

ることがあ

る。 

耐震性の低

い 住 宅 で

は、壁や柱

が破損する

も の が あ

る。 

耐震性の低

い 建 物 で

は、壁など

に亀裂が生

じるものが

ある。 

安全装置が

作動し、ガ

スが遮断さ

れる家庭が

ある。まれ

に水道管の

被害が発生

し、断水す

ることがあ

る。［停電す

る家庭もあ

る。］ 

軟弱な地盤で、

亀裂を生じるこ

とがある。山地

で落石、小さな

崩壊が生じるこ

とがある。 

 

5強 

非常な恐怖

を感じる。 

多 く の 人

が、行動に

支障を感じ

る。 

棚にある食

器類、書棚

の本の多く

が落ちる。

テレビが台

から落ちる

こ と が あ

る。タンス

など重い家

具が倒れる 

補強されて

いないブロ

ック塀の多

く が 崩 れ

る。裾付け

が不十分な

自動販売機

が倒れるこ

とがある。

多くの墓石

耐震性の低

い 住 宅 で

は、壁や柱

がかなり破

損したり、

傾くものが

ある。 

耐震性の低

い 建 物 で

は、壁、梁

（はり）、柱

などに大き

な亀裂が生

じるものが

ある。 

耐震性の高

い 建 物 で

家庭などに

ガスを供給

するための

導管、主要

な水道管に

被害が発生

することが

ある。［一部

の地域でガ

ス、水道の 

 

0.5 

1.5 

2.5 

3.5 

4.5 

5.0 
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 こ と が あ

る。変形に

よりドアが

開かなくな

ることがあ

る。一部の

戸 が 外 れ

る。 

が倒れる。

自動車の運

転が困難と

なり、停止

する車が多

い。 

 も、壁など

に亀裂が生

じるものが

ある。 

供給が停止

することが

ある。］ 

 

 

6弱 

立っている

ことが困難

になる。 

固定してい

ない重い家

具の多くが

移動、転倒

する。開か

なくなるド

アが多い。 

かなりの建

物で、壁の

タイルや窓

ガラスが破

損、落下す

る。 

耐震性の低

い 住 宅 で

は、倒壊す

るものがあ

る。耐震性

の高い住宅

でも、壁や

柱が破損す

るものがあ

る。 

耐震性の低

い 建 物 で

は、壁や柱

が破壊する

も の が あ

る。耐震性

の高い建物

でも壁、梁

（はり）、柱

などに大き

な亀裂が生

じるものが

ある。 

家庭などに

ガスを供給

するための

導管、主要

な水道管に

被害が発生

する。［一部

の地域でガ

ス、水道の

供給が停止

し、停電す

ることもあ

る。］ 

地割れ山崩れな

どが発生するこ

とがある。 

 

6強 

立っている

ことができ

ず、はわな

いと動くこ

とができな

い。 

固定してい

ない重い家

具のほとん

どが移動、

転倒する。

戸が外れて

飛ぶことが

ある。 

多くの建物

で、壁のタ

イルや窓ガ

ラ ス が 破

損、落下す

る。補強さ

れていない

ブロック塀

のほとんど

が崩れる。 

耐震性の低

い 住 宅 で

は、倒壊す

るものが多

い。耐震性

の高い住宅

でも、壁や

柱がかなり

破損するも

のがある。 

耐震性の低

い 建 物 で

は、倒壊す

るものがあ

る。耐震性

の高い建物

でも壁や柱

が破壊する

ものがかな

りある。 

ガスを地域

に送るため

の導管、水

道の配水施

設に被害が

発生するこ

と が あ る 。

［一部の地

域で停電す

る。広い地

域でガス、

水道の供給

が停止する

こ と が あ

る。］ 

 

 

7 

揺れにほん

ろうされ、

自分の意志

で行動でき

ない。 

ほとんどの

家具が大き

く移動し、

飛ぶものが

ある。 

ほとんどの

建物で、壁

のタイルや

窓ガラスが

破損、落下

する。補強

されている

ブロック塀

も破損する

も の が あ

る。 

耐震性の高

い 住 宅 で

も、傾いた

り、大きく

破壊するも

のがある。 

耐震性の高

い 建 物 で

も、傾いた

り、大きく

破壊するも

のがある。 

［広い地域

で電気、ガ

ス、水道の

供給が停止

する。］ 

大きな地割れ、

地すべりや山崩

れが発生し、地

形が変わること

もある。 

5.5 

6.0 

6.5 

＊ライフラインの［ ］内の事項は、電気、ガス、水道の供給状況を参考として記載したものであ

る。 
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